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序 言 

 海外生活は、言語、習慣、気候など日本の生活とは異なることが多く、不安や戸惑いを感じること

がありますが、その中でも特に「安全」に対する不安は多いかと思います。近年、日本においても犯

罪が多発し、「日本も安全では無くなった」との声が多く聞かれます。 

ブラジルでは社会格差の影響や、麻薬犯罪組織間の抗争等による殺人事件が頻繁に発生し、日本と

は比較出来ないほど治安が悪化しております。大マナウス圏内（マナウス市及び隣接する都市）に対

しては、外務省は「レベル１：十分注意して下さい」の海外安全情報を発出して渡航者等に注意を呼

びかけている他、当総領事館からもホームページやメールサービス等により当館管内の安全情報を発

信し、広く注意喚起を行っております。 

本「安全の手引き」は皆様方が、ここマナウスで生活される上で必要な安全対策等を掲載しており

ますので、ご利用頂ければ幸甚です。当館では安全に対するアドバイスを含め皆様からのご質問にお

答えしておりますので、お気軽にお問い合わせ下さい。 

また、外務省ホームページにも、以下の渡航情報や安全対策が掲載されておりますので、併せてご

案内致します。 

 
・ブラジル渡航情報（危険・スポット・広域情報） 
https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcinfectionspothazardinfo_259.html 

 
・ブラジル安全対策基礎データ 
https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcsafetymeasure_259.html 

 
 

令和８年４月 

在マナウス日本国総領事館 

 

在マナウス日本国総領事館 

住所：Rua Fortaleza, 416 - Adrianópolis -  Manaus -  Amazonas 
CEP：69057-080 - Brasil 

電話：＋５５－９２－３２３２－２０００ （代表）（８時～１７時） 

FAX ：＋５５－９２－３２３２－６０７３ 

ホームページアドレス：www.manaus.br.emb-japan.go.jp 
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Ⅰ マナウスの治安情勢 

１ マナウスにおける犯罪発生状況 

（１）マナウス市における過去３年間の犯罪発生件数 

犯罪種別 ２０２３年 ２０２４年 ２０２５年 

殺人 866 666 371 

強盗殺人 24 12 10 

傷害殺人 29 17 9 

殺人未遂 157 186 228 

傷害 7,892 7,877 7,823 

強盗 35,677 29,542 19,134 

窃盗 37,081 33,677 34,159 

強制性交 803 932 769 

バス強盗 1,312 715 312 

自動車強盗 1,083 713 525 

自動車盗難 1,346 1,562 1,339 

合計 86,270 77,087 64,679 

（アマゾナス州公安局提供） 

 

（２）１０万人当たりの犯罪発生件数（２０２４年） 

犯罪種別 アマゾナス州 マナウス市 日本（マナウスとの比較） 

殺人 27.4(全伯州9位) 32.3（伯州都7位） 0.78（約41.4倍） 

（ブラジル年鑑2025：Anuario Brasileiro de Seguranca Publica） 

（アマゾナス州公安局提供） 

（日本警察庁刑事局捜査支援分析管理官公表の犯罪統計資料2024年件数） 

（総務省統計局人口確定値（2025年1月1日現在）） 

 

２ 犯罪の特徴 

マナウス市では近年、道路網の整備やマナウス・フリーゾーン（進出企業への税制優遇措置等）の

発展により、ブラジル北部の主要都市として成長しており、他州からも多くの人が流入しています。

このような背景の下、犯罪発生状況には一定の変化がみられます。 

上記の統計によれば、犯罪発生件数は２０２３年の８６，２７０件から２０２５年には６４，６７

９件へと減少しており、特に強盗や窃盗については市内各地で発生しているものの、件数としては減

少傾向がみられます。他方で、地区によって犯罪発生状況に差はあるものの、強盗や窃盗は市内各地

で発生しており、特に人通りが少なくなる夜間や早朝の時間帯は、引き続きより一層の注意が必要で

す。 

また、マナウス市はブラジル北西部の国境地帯に近く、近隣諸国から河川を通じて流入する麻薬の

流通拠点となっており、治安当局は取締りを強化していますが、流入する麻薬の量は年々増加傾向に

あります。これに伴い、治安当局と犯罪組織の対立も激化しており、市内での取締りが銃撃戦に発展

する事案も発生しています。さらに、犯罪組織間の抗争（内部抗争も含みます）に起因する銃撃事件

や殺人など、麻薬に関連する犯罪は、マナウス市の治安悪化の主要な要因となっており、市全体の治
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安に深刻な影響を与えています。 

マナウス市の人口１０万人あたりの殺人件数（２０２４年）は３２．３件で、リオデジャネイロ市

の約１．６倍、サンパウロ市の約４．１倍となっており、極めて高い水準にあります（全州都で第７

位）。また、携帯電話を狙った強盗や窃盗が頻繁に発生しており、２０２４年のアマゾナス州（マナ

ウス市含む）における人口１０万人あたりの携帯電話の強盗・窃盗件数は８３１．７件で、サンパウ

ロ州の約１．４倍と、ブラジル全州の中で最も高い水準となりました（全州で第１位）。 

 

３ 犯罪発生地域 

 マナウス市内北東部（シダージ・ノーバ地区、シダージ・デ・デウス地区、ノーボ・アレイショ地

区、ジョルジ・テイシェイラ地区等）は、犯罪組織構成員の潜伏が指摘されている地域であり、麻薬

取引に関連した殺人事件等が数多く発生しています。また、マナウス市内中心部のセントロ地区では

強盗や窃盗が多く発生しており、港や市場においても同様に事件が多発しています。観光名所である

アマゾナス劇場付近は、警察官の巡回や警備員の配置などの治安対策が講じられていますが、引き続

き注意が必要です。 

在留邦人の多くが居住するマナウス市中南部地区（アドリアノポリス地区、ノッサ・セニョーラ・

ダス・グラッサス地区、パルキ・デス地区等）周辺は、犯罪発生件数が少なく、治安が比較的良好と

されていますが、最近では同地域においても強盗事件や身体に危害を伴う犯罪が発生しているため、

十分な注意が必要です。 

工業団地付近には貧困地区もあり、歩行者も少なく人目につきにくいことから、路上での強盗事件

が発生しています。また、ポンタ・ネグラ地区の川岸では、週末にレジャー目的で多くの市民が訪れ

ますが、夜間には飲酒した者同士のトラブルが発生する等、時に殺人事件に発展するケースもありま

す。さらに、市内北部を中心にスラム街（ファベーラ）が点在しているため、誤って立ち入らないよ

うご注意下さい。 

 

Ⅱ 防犯の基本的な心構え 

１「自分の身は自分で守る」 

日本では当たり前の行動でも、ブラジルでは犯罪被害に遭う可能性が高いことを認識し、常に警戒

心をもって行動することが重要です。 

当地では多くの犯罪で「拳銃」や「刃物」が使用されており、身体に危害を加えられるだけではな

く、命を落とす危険もあります。「自分も被害者になり得る」という意識をもち、起こり得る犯罪を

常に想定し、被害を最小限に抑えるよう努めることが必要です。日頃から、犯罪が発生しやすい場所

や時間帯、周囲の状況を意識して行動することで、犯罪に巻き込まれる可能性を低くすることができ

ます。 

また、マナウス市を含む大都市のみならず、ブラジル国内の他地域においても同様の犯罪が発生し

ていますので、注意が必要です。特に、以下の点にご注意ください。 

 

（１）常に用心し、警戒心を持って時折周囲に目を配る 

治安当局によれば、「被害者の多くは、携帯電話を使用中など注意力が低下している時や、気が緩

んでいる時に狙われている」とのことです。 

特に外出時は警戒心を維持することが最も有効な防犯対策です。また、サングラスを使用して目線
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を分かりにくくすることも一定の防犯効果が期待できます。時間や場所、周囲の状況に注意を払い、

常に用心し、警戒を怠らないようにしてください。 

 

（２）目立たない服装、所持品を最小限に 

○ 服装：周囲が軽装である中、自分だけスーツやネクタイを着用していたり、カメラやスマートフ

ォンで撮影したりと、目立つ行動を取っていたりしていないか注意してください。私たち外国人は何

もしていなくても目立ちやすいため、犯罪者の標的とならないよう配慮が必要です。特に女性の場合、

アクセサリーはレストランやパーティ会場など限られた場面で着用するのなどの工夫が有効です。 

○ 所持品：必要以上に高価な物は身につけないこと、高額の現金を持ち歩かないことなど、所持品

の管理に注意してください。万一、犯罪に遭遇した場合に備え、強盗に差し出すための現金を別に用

意しておくことも一案です。また、身分証明書は再発行に時間と手間を要するため、カード類や現金

と分散して携行することをお勧めします。 

○ 行動：毎日同じ時間、同じルートで移動すると行動がパターン化し、犯罪者に狙われやすくなり

ます。時間帯やルートは固定化せず、適宜変更するなどしてリスクの低減に努めてください。また、

人通りの少ない場所を避けるとともに、夜間や早朝の徒歩による単独行動は極力避けることが重要で

す。「歩きスマホ」は特に危険であり、十分注意してください。 

 

（３）常に冷静な対応 

 不幸にも犯罪に遭遇した場合は、冷静に対応することが重要です。強盗犯に財布を要求され、慌て

て手をポケットに入れた際に、犯人が反撃と誤認して発砲するケースや、逃走を試みたことにより被

害が拡大するケースも報告されています。被害に遭った場合は、絶対に抵抗せず、犯人と視線を合わ

せないようにし（顔を見ない）、犯人の要求に従い、落ち着いた動作でその場をやり過ごすことが重

要です。 

 

２ 情報を入手する 

 当館ホームページ（https://www.manaus.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html）では、当地

の安全情報を随時掲載しています。また、外務省やブラジル国内の各在外公館が発出している海外安

全情報も、各館のホームページで確認できます。 

３ヶ月以上滞在する場合は、必ず「オンライン在留届」を登録してください。３ヶ月未満の短期出

張や旅行の場合は、「たびレジ」に登録してください。登録すると、当館から発信する最新の安全情

報等を随時受信できます。また、当館ホームページ内の「安全情報」には、「海外安全対策情報」と

して過去の事案も掲載していますので、参考にしてください。 

 

○ 在留届・たびレジ登録専用サイト  

（https://www.ezairyu.mofa.go.jp/） 

○ 当館ホームページ安全情報サイト 

（https://www.manaus.br.emb-japan.go.jp/itpr_ja/00_000024.html） 
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Ⅲ 防犯のための具体的注意事項 

１ 住居について 

（１）住居の選定にあたっては、門番が配置され、警備設備・システムの整った集合住宅（アパート）

又はコンドミニアム内の住宅を選ぶことが望ましいです。 

（２）低層階の場合は、犯罪者の侵入する足場となる場所が無いか、高層階の場合は、屋上や隣家か

らの侵入経路が無いかを確認してください。 

（３）アパートの警備設備（防犯カメラ等）が近隣と比べて著しく劣っていないか確認してください。 

（４）玄関扉にはドアスコープを取り付け、ワンドアツーロック（扉１枚につき２箇所以上施錠）と

し、入居後に必ず鍵を交換してください。 

（５）門番からの連絡なしに自宅に訪問者が来た場合は、門番に確認するなどし、不用意に扉を開け

ないでください。 

（６）非常時に助けを求められるよう、日頃から近隣住民や門番と良好な関係を築くよう心掛けてく

ださい。 

（７）帰宅時に扉が開いているなど異常がある場合は、室内に入らず、門番等に安全を確認させてく

ださい（犯罪者が中にいる可能性があり危険です）。 

 

２ 外出時について 

（１）身分証明書と現金は分けて所持し、現金も分散して持ち歩くようにしてください。 

（２）必要以上の現金やカード類を持ち歩かないでください。 

（３）スマートフォンやカメラは目立たない様に所持し、周囲の状況を確認してから使用してくださ

い。スマートフォンは盗難が発生した場合に備え、携帯端末の識別番号（IMEI）を控えておくことも

有効です。 

（４）後を付けられていないか、常に周囲に注意を払ってください。 

（５）特に夜間や早朝の時間帯は、徒歩での単独行動は避けてください。 

（６）人通りが少なく、街路樹などで見通しの悪い場所は避けてください。 

（７）路線バスでは強盗が発生しているため、利用はできる限り避けてください。 

（８）流しのタクシーは使用せず、配車アプリやホテル、レストランで手配された車両を利用してく

ださい。 

（９）高価な貴金属や腕時計は着用を控え、必要な場合でも目的地に到着してから身につけるように

してください。 

（１０）スリやひったくりは場所を問わず発生しているため、所持品から絶対に目を離さないように

してください。 

（１１）買物やレストランでカードを利用する際は、必ず目の前で決済処理させ、カードを預けない

ようにしてください。 

 

３ 銀行（ＡＴＭ）利用について 

 ブラジルではキャッシュレス化が普及しており、カード決済やＰＩＸによる決済が主流となってお

ります。そのため、現金を引き出すためにＡＴＭを利用する場合は、次の点に注意し、多額の現金は
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持ち歩かないようにしてください。 

（１）銀行を利用する曜日や時間帯を固定せず、行動がパターン化しないようにしてください。 

（２）入店前に周囲を確認し、不審人物や不審車両がないか注意してください。 

（３）ＡＴＭ操作中や現金の受け取り時は、周囲に見られないよう十分注意してください。 

（４）尾行されていると感じた場合は、警察署やホテルなどの安全な場所に避難してください。 

（５）スキミング被害も多く発生しています。銀行内に設置されたＡＴＭや、管理が行き届いている

ＡＴＭを利用してください。 

 

４ 自動車について（車両・運転時の防犯対策） 

当地では道路状況が悪く、大きな穴やでこぼこが多いほか、雨季には冠水して路面が見えにくくな

ります。また、路上に障害物が落ちていることもありますので、自家用車は定期的に点検し、良好な

状態を維持してください。 

（１）乗車前に周囲を確認し、不審者がいないか、タイヤやドアに異常が無いかを確認してください。

乗車後はすぐにドアを施錠し、窓は開けないでください。 

（２）車内に荷物を放置せず、外から見える場所に置かないでください（特に女性はバッグ等運転席

以外の足元に置く、スマートフォンは外から見えない所に置くようにしてください）。 

（３）夜間や早朝は、車両であっても危険性が高いため、不要な外出は避けてください。 

（４）路上駐車は控え、できる限り管理された駐車場を利用してください。 

（５）自宅や駐車場所周辺に不審者や不審車両がある場合、近づかず、一旦通過して安全を確認して

ください。 

（６）走行中にパンクした場合は、その場で停車せず、人通りのあるガソリンスタンドや施設まで移

動してください。 

（７）信号等で停止する場合は、早めにブレーキをかけて徐行状態を長めに保ち、停止時間をできる

だけ短くするようにしてください。また、前方車両との車間距離を十分に確保し、すぐに発進・回避

できるようにしてください。 

（８）防弾車両は一定の効果がありますが、決して万全ではないことを認識して下さい。 

 

５ 生活全般に関する注意事項 

（１）長距離バスや定期船では、車内・船内での盗難や重大な事故が発生しているので、可能な限り

利用は控えてください。 

（２）使用人を雇う場合は、身分証明書等の写しを取得し、住所や家族構成などを確認してください。 

（３）使用人に自宅の鍵を渡すことは避けてください。やむを得ず預ける場合は、解雇時に必ず鍵を

交換してください。 

（４）使用人の行動に注意し、部屋の利用を認める場合は、その部屋を定期的に確認してください。 

（５）貴重品は目につきやすい場所に置かず、使用人が立ち入る場所に放置しないでください。 

（６）見知らぬ相手に家族構成や生活状況を安易に話さないでください。 

（７）敷地内であっても、子どもだけで遊ばせないでください。 

（８）家族の所在は常に把握するようにしてください。 

（９）電話がかかってきても、自分からは名乗らないでください。 
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（１０）可能な限り、郵便物は職場で受け取るようにしてください。 

（１１）鍵の複製は必要最小限にしてください。 

（１２）長期旅行の際は、使用人や門番などに行き先や期間を伝えないでください。 

（１３）長期旅行の際は、友人や同僚などに自宅を定期的に訪問してもらうことも防犯上有効です。 

（１４）公共施設、空港などのフリーWi-Fiスポットへの接続や、充電ポートへの接続はデータ流出

の危険性があるため、ご注意ください。 

 

Ⅳ 被害に遭遇した場合の対応 

不幸にも被害に遭遇した場合は、落ち着いて行動し、以下の点に注意してください。マナウス市に

おける過去の事例から、抵抗しなければ身体に危害を加えられる可能性は低くなると考えられます。

被害に遭われた後は、警察へ連絡するとともに、当館へもご連絡ください（別紙「事件・事故等届出

書」に記入し、ご提出ください。）。 

 

１ 絶対に抵抗せず、相手の指示に従う 

被害に遭った場合は、両手を上げるなど無抵抗の意思表示をし、ジニェイロ（Dinheiro：現金）、

セルラー（Celular：携帯電話）など、相手の要求に従って差し出してください。 

 

２ 急な動きをしない 

 急な動きをすると、犯人に反撃と誤認され、危害を加えられる可能性があります。ポケットに入っ

ている財布などを取り出す際は、ゆっくりと動いてください。また、必要に応じて、財布等の入って

いる場所を示し、相手に取らせる方法も有効です。 

 

３ 相手の顔を見ない 

 犯人は事件後に警察へ通報されることを恐れています。また、強盗殺人犯が逮捕後、殺人の理由を

「顔を見られたから」と自供することもあります。被害に遭ってしまった場合は、視線を落として服

装を含め相手の方を見ないようにしてください。 

 

４ 被害の届出 

（１）ケガをした場合 

緊急時、１９２番に電話をし、救急車を要請してください。その後、医療機関で治療を受けてくだ

さい（連絡先は後述VIIIの「平素の準備と心構え」の１（１）「連絡体制」を参照下さい）。 

（２）被害届提出 

 文民警察（POLICIA CIVIL※１）に被害届け（B.O.：Boletim de Ocorrência）を提出し、受付後の

控えを受け取ってください。被害届は、パスポート紛失時や保険請求の際に必要となります。オンラ

インでの届出も可能ですが、ポルトガル語のみとなります。 

 

○URL：https://delegaciavirtual.sinesp.gov.br/portal/  

 

また、マナウス国際空港内に設置されている観光警察（TOURIST POLICE）は２４時間対応しており、

英語、フランス語、スペイン語での対応がかのうです。 
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５ パスポートの盗難・紛失の場合 

 パスポートを盗まれたり、紛失したりした場合、総領事館においてパスポートの再発給または帰国

のための渡航書の申請が必要となります。手続きは以下のとおりです。 

 本人が総領事館に出頭してください。 

 必要書類 

① 被害届け（B.O.：Boletim de Ocorrência ） 

② 写真（縦4.5cm×横3.5cm）２枚 

③ ６ヶ月以内に発行された戸籍謄本１通（戸籍謄本が無い場合は、日本の家族等からメール等で送 

付してもらい、後日原本を総領事館宛に提出してください） 

④ 身元確認書類（運転免許証等） 

⑤ 事件・事故等届出書（総領事館提出用：別紙１） 

（注：パスポートを紛失した場合、連邦警察での手続が必要となる場合があります。詳細は総領事館

にお問い合わせください） 

 

※１ ブラジルの警察制度 

ブラジルには、連邦警察（POLICIA FEDERAL）、文民警察（POLICIA CIVIL）と軍警察（POLICIA MILITAR）

の三つの警察があります。 

・連邦警察：出入国管理、国境や州を超える犯罪等を担当 

・文民警察：刑事事件の捜査を担当（被害届は発生地の警察署に提出） 

・軍警察 ：パトロール等の初動対応を担当（緊急時は１９０番） 

 

Ⅴ 交通事情と事故対策 

１ 道路事情 

     当地では自動車やバイクの増加により、時間帯を問わず慢性的な渋滞が発生しています。道路状況 

も悪く、路面に穴や大きな凸凹があるほか、日本ではみられないような危険箇所も存在します。 

また、豪雨の影響で冠水しやすく、排水が追いつかない場所も多く見られます。水が引いた後も 

路面に砂が残り、滑りやすくなるため注意が必要です。危険箇所を示すために棒や枝が立てられて 

いる場合もありますが、気付かずに進入するとタイヤの損傷につながるおそれがあります。 

     

２ 運転事情 

     ブラジル国では車両は右側通行ですが、ウインカーを出さない、車線を守らない、急な割り込みを 

行うなど、運転マナーが悪い場面が見られます。運転する際は、周囲の状況に十分注意してください。 

また、法的には歩行者優先ですが、実際には車両が優先される状況もあるため、道路横断時は十分

注意してください。横断歩道であっても安全を確認することが重要です。 

なお、日本の国際運転免許証はブラジルでは無効ですのでご注意ください。 

 

３ 事故発生時の措置 

人身事故の場合は、まず負傷者の救助を行い、必要に応じて救急車(１９２番)を要請してください。

次に、警察へ通報してください。 

その場で示談に応じることは避け、必ず警察へ通報するとともに、任意保険会社にも連絡してくだ

さい。相手から「忙しいので警察へは後で連絡する」と言われた場合でも、その場で必ず通報してく
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ださい（相手に逃走されるおそれがあります）。 

 

Ⅵ テロ・誘拐対策 

１ テロ情勢 

ブラジル国内においては、１９８５年の民政移管以降、テロ事件は発生していません。治安当局に

よるリスク評価では、在留邦人が直接テロに巻き込まれる可能性は低いと考えられていますが、世界

的に活動するイスラム過激派組織等のテロリストが国内に流入する可能性は否定できません。平素か

ら最悪の事態を想定し、安全対策を講じておくことが重要です。 

 

２ 誘拐事件 

ブラジル国内においては、「電撃誘拐」と呼ばれる短時間誘拐（被害者又は家族を拘束し、キャッ

シュカード等で現金を引き出させたり、ＰＩＸ（即時決済システム）により指定口座への送金させた

後に解放するもの）が近年多発していますので、十分注意してください。   

マナウス市においても、２０１０年に在留邦人が被害者となる電撃誘拐（短時間誘拐）事件が発生

しています。 

 

■誘拐事件に対する基本的対策 

（１）常に周囲を注意する 

誘拐犯は事前に被害者の行動パターンを観察する傾向があります。身の回りに不審者や不審車両が

いないか注意をし、隙を見せないようにしてください。 

（２）家族・社員の行動把握 

家族や同僚の所在（誰が・いつ・どこにいるか」を把握し、常に携帯電話等で連絡が取れるように

してください。 

（３）行動パターンを固定しない 

通勤経路や通勤時間帯、買い物の時間帯を固定せず、可能な限り変化を持たせてください。また、 

行動予定を外部に漏らさないようにしてください。 

（４）誘拐された場合の対応 

・絶対に抵抗せず、無理に逃げようとしないでください。犯人は武器を所持している可能性がありま 

す。 

・平常心を保つことが重要です。家族や職場関係者が解決に向けて対応していることを念頭において 

ください。必ず救出されることを信じてください。 

・誘拐されると自分の時間感覚が乱れやすいため、できる限り規則正しい生活を維持してください 

（例：監禁中に与えられる食事は可能な範囲で摂取する）。 

 

Ⅶ インターネット詐欺事件等 

 コロナ禍以降、インターネットを利用した詐欺事件が増加しています。実在の企業等を装った請求

書をメールやＳＮＳ等で送付する手口や、架空のインターネットショッピングサイトに誘導し金銭を

だまし取る手口など、さまざまな事例が確認されています。 

また、WhatsAppのアカウントを不正に乗っ取り、友人や知人になりすまして金銭をだまし取る事案

も発生していますので、注意が必要です。 

 さらに、ＰＩＸを悪用した犯罪（その場で送金を要求するなど）も発生しています。これらの被害
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を防ぐため、最新の情報を入手するよう努めてください。 

 

Ⅷ マナウス市の犯罪事件 

 マナウス市にて過去に発生した犯罪事件を当館ホームページに掲載しておりますので、ぜひご参照

ください。 

 

○URL：https://www.manaus.br.emb-japan.go.jp/itpr_ja/00_000016.html 

 

Ⅸ 緊急事態に備えて 

緊急事態とは、暴動、内乱、戦争、疫病や大きな自然災害等が発生し、緊急避難や国外への退避、

引き揚げ等を検討又は実施する必要がある事態を指します。マナウス市においては、現時点でそのよ

うな事態が発生する可能性は低いと考えられますが、平時から不足の事態に備え、物資と心構えをし

ておくことは重要です。 

なお、外務省ではそれぞれの国・地域の治安情勢に応じ、４段階の危険レベルを目安とする危険情

報を発出しています。これらの情報もご参考にして下さい。 

 

○URL：海外安全ホームページhttp://www.anzen.mofa.go.jp/） 

 

【危険レベルの４つの目安】 

①「レベル１：十分注意してください。」 

その国・地域への渡航、滞在に当たって危険を避けていただくため特別な注意が必要です。 

※従前から、大マナウス圏（マナウス市及び隣接する都市）に「レベル１：十分注意して下さい。」

が発出されています。 

 

②「レベル２：不要不急の渡航や止めてください。」 

その国・地域への不要不急の渡航は止めてください。渡航される場合には特別な注意を払うと 

ともに、十分な安全対策をとってください。 

 

③「レベル３：渡航は止めてください（渡航中止勧告）。」 

その国・地域への渡航は、どのような目的であれ止めてください。場合によっては、現地に滞 

在している日本人の方々に対し退避の可能性や準備を促すメッセージを含むことがあります。 

 

④「レベル４：退避してください。渡航を止めてください（退避勧告）。」 

その国・地域に滞在している方は滞在地から、安全な国・地域への退避してください。この状 

況では、当然のことながら、どのような目的であれ新たな渡航は止めてください。 

 

１ 平素の準備と心構え 

（１）「在留届」の提出 

 在留邦人の方は、必ず当館に「在留届」を提出してください（３ヶ月以上の滞在者が行う旅券法上 

の義務です）。提出は、インターネット専用サイト（https://www.ezairyu.mofa.go.jp/）のほか、 

用紙による提出も可能です。緊急事態発生時には、支援や安否確認のため、「在留届」に記載された 
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連絡先に当館から直接連絡を行う場合があります。また、平時においても、治安情報などの領事メー 

ルを日本語で受信することができます。なお、記載事項に変更（住所、電話番号、メールアドレスの 

変更、帰国、転出等）があった場合は、速やかに変更届、帰国・転出届のご提出をお願いします。 

（２）連絡体制（緊急連絡先は別紙２をご参照下さい） 

 当館は、領事メールサービスのほか、西部アマゾン日伯協会、アマゾナス日系商工会議所等の団体 

を通じて連絡を行う場合があります。各団体に所属している場合は、当該団体の連絡網を通じて情報 

が伝達されます。また、各団体に所属していない方に対しては、「在留届」に記載された連絡先 

へ直接連絡を行います。 

（３）避難場所 

 緊急事態の発生に備え、あらかじめ避難場所を確認しておいてください。当館も避難場所の一つと 

なり得ますので、その所在地を把握しておいてください。 

 

在マナウス日本国総領事館 

住所：Rua Fortaleza, 416, Adrianópolis, Manaus, Amazonas, CEP: 69057-080 , Brasil 

電話：+55-92-3232-2000 

 

 （４）緊急時における携行品の整理、非常用物資の備蓄 

「緊急事態に備えてのチェックリスト」（別紙４をご参照下さい）を参考に、パスポートや現金等 

を予めまとめておき、直ちに持ち出せるようにしてください。 

 また、緊急事態発生時には一定期間自宅で待機することも想定されるため、可能な限り非常用の 

食料、水、医薬品等について、家族全員が最低でも１０日間程度生活できる量を備蓄してください。 

あわせて、情報を収集のためのラジオ等（予備電池を含む）も準備しておいてください。 

 

２ 緊急時の行動 

（１）基本的心構え 

 平静を保ち、デマ等に惑わされることなく、群集心理に煽られることのないようにしてください。 

テレビやラジオ等を通じて最新の情報を収集するとともに、現地事情に詳しい知人等からも情報を得

るようにしてください。状況によっては当館から避難指示等が出される可能性があることにも留意し

てください。 

（２）総領事館への通報 

皆様が入手された貴重な情報について、可能な限り当館へ提供してください。情報共有することで 

無用な混乱を防ぐとともに、皆様の安全確保に資することとなります。なお、提供された情報に個人 

情報が含まる場合には、個人が特定されないよう配慮した上で情報共有を行います。 

以上 


